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lBo8 研究開発プロジェクトの 評価における 総合科学技術会議の 

委員の国際比較 

0 三條正裕， 藤末 健三 ( 東大工学 ) 

].  ハ ;; 論 

1 Ⅱ．目的 

現在、 我が回では行政㈹ 見直し㈹議論が 進んでおり、 研究開発においても 科学技術行政体制のあ り方につい 

て 臆輪 されている Ⅱ本の科学技術政策の 中心となっているのは 総合科学技術会議 (CSTP: Coun 田 for 

Scjencemd ℡ chnologyPo Ⅱ cy) であ り、 ぞれを中心に 文部科学 省 、 経済産業省などの 関係省庁が政策を 推進 

していろ。 圭た 、 CSTP は 科学技術政策の 重点分野を評価するなど 科学技術政策を 評価する機関として 最高 

機懐 @ であ る 

科ギ ; 技み Wf 政策の " 目而は ついては、 科 。 ぎ 技術 妓 大計画においても「優れた 成果を生み出す 科学技術システムを 実 

現 するとめの 柱 ㈲ - つとして、 研究開発についての 適切な評価を 実現ずることが 極めて重要であ るとともに、 

評価が研究開発活動と - 体化しだも㈲とみなされ、 評価が定着していくことが 必要であ る」とされている」 

そこで、 我 。 Ⅲの利洋技術政策評価の 最高機関であ ろ CSTP と 米国で同じ役割を 担 3 科学技術政策局 (OSTP     

O 伍 ce ofSciPnce andTeChnology Po Ⅱ Cy) の委員構成を 定量的に比較することにより 日本における 科学技術 

の 「 j 標 せ ビジョンをより 明確に設定できる 組織作りを提言 し 、 これにより科学技術政策の 評価が発展，してい 

く 基，ィ， 楚をⅡ ろ 

2.  文献 

Ⅰ OIS (http://jois.jst.go.jp/) により文献を 検索した「「総合科学技術会議」でヒットしたのは 31 件、 「 だケだ f 、 技術 

会 儀 」でヒント した ㈹は 279 件、 「 OSTP 」でヒットしたのは 24 件であ ったが、 これらの論文において は、 比 

較 分析はわわれていない - 「科学技術会議」と「 OSTP 」 0 ，両方をキープードとした 論文は、 「科学技術会議政策 

委 崇会 にお ，ろ 研究 清報 ネットワ - クに関する検討の 進め方について」 ( 科学技術庁長官 " 目尻広報室 ) しか検索 

できず、 CSTP と OSTP ㈹機能や構成貝を 比較した論文は 見当たらなかった」至た、 Proquest で海外の論文 

を 検索したが、 総合科学技術会議 (CouncilofScienceand 皿 chnoIo 綴 Po Ⅱ。 いた キープードに 持っ論文は見当 

たら，なかった」 

3, 比較分析 

3 Ⅱ・ CSTP,OSTp) の仕置づけ 

(l) CSTP 

内閣機能強化㈲   - 環 として、 科学技術政策の 分野で総理のリーダーシッブを 十全に発揮することを 目的とし 

て 、 平成 13 年 1 月、 内閣府設置法 ( 平成 11 年法律第 89 号 ) に基づき、 「重要政策に 関する会議」のひとつとし 

て内閣府に設置された ， 
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(2) OSTP 

OSTP は 1976 年の米国科学技術政策・ 機構，優先の 決議 ヘ a 廿 on 皿 Science and ℡ cbn010%  Poucy, 

Org ㎝ nza 捷 onandP 「 i0 Ⅱ 廿 esAct) によって設立された ， OSTP の責務には①科学技術が 屯変 な要素となるよ 

うな質問のすべてについて 政策の公式化や 予算展開に関する 大統領へのアドバイスを 行 う こと②大統領の 科 

学 技術政策やプロバラムを 明瞭に効果的に 表現すること③連邦政府、 州 、 地方自治体および 産学の科学共同 

体相互の強いバートナーシップを 育成すること、 があ る - 

3.2.CSTP,OS Ⅱ ，の 組織の違い 

(l) CSTP 

内閣官房を助ける 内閣府 (¥ 内閣府設置法第 3 条第 3 項 ) に属する CSTP は、 内閣の屯安政策に 閲する行政各部 

の 施策の統一を 図るために 必 、 要となる企画立案および 総合調整事務として ( 内閣設置法第 4 条第 1.2m 邸内閣 

の 補助事務を行っている。 また、 内閣府は各省と 同じく分担管理事務にも 行っている 

内 内閣官房 
閣補 

助 7  つ ( ァ Ⅰ 

事 
務 内閣府 CSTP 調査会         
，分 内 目 坊 令   

                                                                      各省                                                                   
Ⅱ 甘   
管 融庁 開府 Ⅰ ん 家・ - 、 @ 衛庄 二目 ， H 欠 メ 

理 
事 委   
務   

(2) OSTP 

米国㈹研究開発は、 その投資が戦略的に 行える ょ、 う な組織構造と 仕組みになっている ， 

OSTP は科学・技術の 領域での大統領への 専門的アドバイスを 行い、 。 つ NSTC を通じで省庁間の 調整の支 

援 をずる」科学技術に 関する PC 汎 ST は、 OSTP のトップと非政府組織 ( 企業、 大学 ) がら㈹ 委 臣で構成さ 

れており、 産業界と大学からのアドバイスを 大統領と NSTC ヘ 与える 0MB は財務省と独。 してお。 、 タ 

算 ㈹作成、 各省庁の予算監督、 効果評価、 議会との折衝を 行 う - NSTC は、 大統領を座長とし、 副大統領、 

科学技術関連の 省庁の長など 政府高官で構成される Wrtu 田 Agency で、 科学技術政策の 戦略的な方向性の 決 

定や予算の提案をわ う - また、 各科学的分野毎に 9 つの秀臣会を 設立し、 その座長は省庁の 高級官僚が務め 

る， 

科学技術担当の 大統領補佐官は OSTP ㈹長官として 務め、 大統領の代理とし -CNSTC を指揮ずる - OSTP の 

副長官は NSTC の様々な委員会の 議長 t, 兼ねている 
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ホワイトハウス 

非政府組織 

  企業 

・大学 

9 委員会 

議会 
  0MB: 行政管理ア算 局 

NSTC: 田家科学技術委員会 

PC, 蝿 T: 大統領詰問委員会 

OSTP や NSTC は 、 我が回で ヒく 指摘される省庁間縦割りの 研究開発体制を 解消する役割を 持っていろ 

R ゐ D 計画に対して、 個々の 省バ     はその さヅ ジョン :.; 沿った多くの R&D プロシ 々 ， ，トー を 提案し 、 チ 箆を得て 

， 疋 了し上 ぅ とする - こ ㈹ 時 、 各省庁の さ ，ションの境界は 屯 複 、 ているから、 % 安課題に関する プ ロジェク 

ト はいく勺もの 省庁。 ら 重複して提案さ ", てくる， 

OSTP は 、 個々のプロジェクトの 内容を精査し、 類似 ブは ジェク ト はグルーブ化し、   人バ フプロバラムマネ 、 

一 シ ャ の 笘 ， 理ド にまとめで 串 （ っ， - 幸ナ， ふ，一 " -/ コク ) 二ァ " ロ、 / ェクト が複数㈲省庁からチ 算を獲得ずる 場合もあ り   

こ㈹ときれ -7 プロバラムマネージ ャ を -- 人 。 に絞り、 予算 モ， - , 本化 甘 - る - 

このような省庁横断的なプロジェクトの 統合や切り捨て、 管理㈹ - 本化を れ い、 省庁間㈹壁で 付切られ、 類 

似 7 コ ジ， - クト " 独荘に 走るような無駄を 省く - この ヒう な荒業に上。 、 類似プロジ _:- グ ト は、 競争関係や 

協ガ関係を持つ 亡うに 再配置される。 ニ のような調整は、 省庁の権 益や研究者の 立場を超え、 競争原理が効 

末が，に 働くとうに、 また、 ぴたず。 、 優れた市場価値の 高い成果を得ろことを 目指しで、 引 画の途中で i 、 し 

ばしば行わね。 る ‥ こび ) 結果、 優れたプロジェクトは 複数の省庁からファンディシ。 され拡大してゆ ， 戦力 ; 

田 と異なり複数のソースから 予算をもらって モ ，合算使用が 可能で、 プロバラムマネージ ャ t, 代表 1 人にしぼ 

ら力 。 、 成果も複数の ッ一スに 切り分けて納入するような 余計な作業は 無い 研究者の事務的負月を 減 。 し 、 

研究に没頭させようとの 明確な意識が 存在する， 

トップダウンの 仕組みの頂点に 立つのは、 政策策定、 方向性の設定、 予算の管理等、 企ての面においで 名目 

ヒの 責任を持つ大統領であ る " 大統領は方向性決定において 大変強い影響力を 持ち．中心的役割を 果たず 

至た、 ぢ 針を予算として 実施するに当たっては、 大統領は予算案の 議会への提出、 ま た承認 P 算の実れ 7) 権 

限を持ち、 方針 (7) 運営に当たっでは、 大統領は白らの 直近に研究開発ファ 卸に関する諮問機関や、 実施に関 ず 

る 調整機関の設置も nJ ぅ 」 
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3.3.CSTP,OSTP0) 委 其の比較     

内 ベンチャ一企業 

内 VC またはコンサ )L ティン ヴ 企業 @0 人 

， 山ハ 卍 、 之氏 ( 兼 " 、 大学 ) 、 片肘裕人 は ， ( 京都大挙 ) ぱ い ギ " も現在は学長。 ら 外れ。 いる 

4.  糾 ; 論 

%   台 科   ;     技術会議と OSTP 侭 ， S Ⅲ : 佗 C 』 雙 T ㈲紬織を見て 明らかな違いば、 円本で は 産 ，ヂ 官の連携として 組織 

の中に産業界・ 学術界の人を 取り組も う としているが、 米国ではさらに 岡、 業界と ぎ : 御本 そ のも 00) とのやり 取 

りをしやずい 組織作りに成功しているこ - とであ る，さらに、 議員の構 h 安を見てみると 産業界。 らの 参抽は、 

米 Ⅲではへンチャ 一企業やへンヂャーギャビタリストなど 今後㈹発展が 見込まれろ企業が 多いが、 Ⅱ本では 

Ⅱ く 仁ゑ WM- 所 と 木山技研Ⅰ - 業からの 2 社だけで、 どら らモ ，大企業であ り新発想から 政策を留めろとは ぽ 。 えない 

そして、 米田で㌃Ⅱ、 くつかの企業のトップを 兼任している 場合が多かった また、 学術界か ，，の 参加をにて 

みると、 PCA 由 T では大字の経営者であ ろ現役の大学宇兵 " ほとんどを占めているのに 対し   Ⅱ本で " 学長経 

験 みや黒円 玲丑 ㈲ よ、 う に経営権 限㈹ない教授レベルにとど 上りていることがわが る， 

CSTP と NSTC が内閣総理大臣、 大統領を トヅァ としており、 実行の権 限 は強 。 と思われる「 しかし、 Ⅱ本 

の場合はメンバー 構成として下術界がメインであ り、 より産業・経済に 貢献する提案 乃に欠 " 、 組織として 

モ ，内閣官房を 助ける立場にしかない。 また、 ヘンチャ一企業やへンチヤ 一 キヤ ヒタル などか ノ ン "-- にいな 

いため、 新規産業育成などの 提案が仁介に 行えない危険性があ る，米国㈲組織は 大統領からのトップダウン 

を 実現するだめの 組織作りとなっており、 強い意思決定が 要求されるものとなっている   

5. 参考文献 
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